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論文内容の要旨
本論文は，流入下・廃水の水質水量変動に対応できる活性汚泥法動力学制御法と動力学式パラメーター
の測定法および微生物濃度評価手法を理論的，実験的ならびに実用的に検討し，微生物濃度評価の活性
汚泥法動力学制御への応用に関する研究の成果をまとめたもので，緒論と本論 4 編，総括ならびに結論
から成っている。
第 1 編では，活性汚泥法制御における微生物濃度評価をMLSS濃度と生物活性度としてとらえ，こ
れらと活性汚泥法の各種管理指標の関係およびこれらの活性汚泥法制御への適用について考察しているO
第 2 編では，活性汚泥法動力学制御の理論構成およびそれと密接に関連する微生物濃度比の連続測定
理論を提示すると共に，各種培養法による動力学解析の理論的，実験的検討から，パラメーター測定の
諸問題とその活性汚泥法動力学制御へのアプローチについて論じているo
第 3 編では，微生物濃度比連続測定の理論に基づき，徴生物濃度比測定装置の設計・試作とその実試
験から，本測定装置のプロセス制御用としての実用化について考察している。
第 4 編では，微生物濃度比による活性汚泥法動力学制御について，流入水質水量の変動条件下で実験
室規模ならびに実施設を用いて検討し，動力学式パラメーターによる処理性能の評価ならびに処理性能
に及ぼす流入変動の影響を考察し，動力学制御の効果を検証している。
総括ならびに結論では，以上の各編で得られた諸結果を本論文の目的に従ってまとめ，本研究の意義
と将来展望を述べているo
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論文の審査結果の要旨
本論文は，流入下・廃水の水質水量変動に対応できる活性汚泥法動力学制御の開発を目的として，活
性汚泥法における微生物濃度評価の動力学制御への応用に関する研究をまとめたもので，主な研究成果
は次の通りである。
(1) 活性汚泥法制御における微生物濃度評価をMLSS濃度と生物活性度としてとらえ，これらと活性
汚泥法の各種管理指標の関係およびこれらの活性汚泥法制御への適用について考察し，活性汚泥法制
御における微生物濃度評価の必要性を論じているo
(2) 活性汚泥法動力学制御の理論構成およびそれと密接に関連する微生物濃度比の連続測定理論を提示
し，活性汚泥滞留時間 (ts) と微生物濃度比が重要な制御因子であることを論ずると共に，各種培養
法による動力学解析の理論的，実験的検討から，連続 Fed-Batch 培養で測定した動力学式パラメー
ターは連続培養に応用できることを明らかにしている。
(3) 微生物濃度比連続測定の理論に基づき設計・試作した微生物濃度比測定装置の実用化について検討
し，回分希釈方式による方法が容量換算のみで、迅速かっ精度よく微生物濃度比を測定できることを明
らかにすると共に，本測定装置の実施設での連続運転から，設定透光度を30---40%にすれば測定誤差
が最小となり，希釈水SS濃度が50mg/ P_以下では実用上問題ないことを検証している O
(4) 微生物濃度比による活性汚泥法動力学制御を流入水質水量の各種変動条件下で検討し，実験室規模
では，流入水量 3 倍および流入水質2.9倍までは目標処理水質に適合し， また連続 Fed -Batch 培養
で測定した動力学式パラメーターが本法動力学制御に適用できることを明らかにすると共に，実施設
では， ts を 4 日に設定し制御した場合は制御をまったく行わなかった場合よりも良好な処理水質が
安定して得られ，動力学制御の効果を検証している。
以上のように，本論文で述べられている活性汚泥法動力学制御法と動力学式パラメーターの測定法お
よび微生物濃度比測定法は，既存処理施設の改善や新規処理施設の設計と維持・管理，さらに自動化，
省力化および遠方監視・制御に適用でき得るもので，学術上，実際上有用な成果であり，水質管理工学
特に下・廃水の処理技術の発展に寄与するところが極めて大きし、。よって本論文は，博士論文として価
値あるものと認めるo
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